










要約:前年度に考案した産直後からの産後精神障害を追跡する評価システムを用い、①日

本におけるマタニティーブルーズと、その産後3ヵ月間の縦断的経過の精神医学的実態調

査、②産科診療におけるスクリーニング尺度の有用性を検討した。

①産後 3ヵ月間の精神医学的実態の継時的検討

九大周産母子センターで出産した褥婦を対象に、産後 3週目と産後 3ヵ月目に、マタニテ

ィーブルーズ、産後うつ病スクリーニング面接法を電話により実施した。産後 3週目には

72 名中 3名(4.1%)が定型うつ病、4名(5.5%)が準定型うつ病、その他の精神障害 2名(2.8%)

ブルーズ 16 名(22.2%)とそれぞれ診断された。産後 3 ヵ月目には 72 名中 4 名(5.5%)が定

型うつ病、2 名(2.8%)が準定型うつ病とそれぞれ診断された。産後 3 ヵ月間で延べ 10 名

(13.9%)がうつ病性障害と診断された。

②マタニティーブルーズのスクリーニング法の検討

産後 5日間でのスクリーニング尺度による調査結果と産後 3週目の面接による診断結果と

比較した。

その結果から産後 5日間に用いるスクリーニング尺度では、ブルーズのスクリーニングに

はスタインの質問票、産後うつ病のスクリーニングには EPDS がそれぞれ妥当性をもつこ

とがわかった。

産直後の横断面ではブルーズと呼ばれる褥婦の中に、より長期にわたる抑うつ気分を体験

する褥婦が含まれていることがわかった。これらの褥婦は関連要因を検討すると乳児に対

しても否定的な感情をより高度にもっていた。産科における精神面支援システムとして、

このような心理的援助をより必要とする褥婦を予測する尺度として退院時の EPDS の施行

と 1ヵ月検診時の追跡は有用であると考えられた。


